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本シリーズでは、最近の禁煙科学に関する医学情報を要約して紹介しています。医学論文や学会発表等から有用と思われたものを、あくまで

私的ではありますが選別し、医療専門職以外の方々にも読みやすい形で提供することを目的としています。より詳細な内容につきましては、

併記の原著等をご参照ください。 
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「減煙ではなく禁煙により心不全のリスクが減る  」 

Jung Eun Yoo等、JACC Heart Fail. 2022 Aug 12;S2213-1779(22)00423-1. PMID: 36647926  

 

→心不全は世界で2千6百万人が罹患し増加し続けている。 

→喫煙は心不全の独立したリスク因子であり、冠動脈疾患のみならず左室肥大や心機能異常と関連する。 

→現喫煙者は非喫煙者の2倍以上心不全を来しやすく、1日25本以上の喫煙者では4倍にもなる。 

→一方、禁煙が心不全のリスクを減らすかについてのエビデンスは限定的である。 

→喫煙状況を1回しか調べていない研究も多く、喫煙量の増減の影響は不明である。 

→そこで今回、全国コホートを用いて、喫煙行動の変化と心不全のリスクについて解析した。 

→韓国の国民健康保険では、40歳以上被保険者と全年齢の従業者に隔年で、肉体労働者には毎年、無料で心血

管系の検診を行っている。 

→そのデーターベースには、医療機関の受診やICD-10に基づく処方歴も含まれる。 

→まず1,006,855人の40歳以上現喫煙者のデーターを、2009年と2011年に収集した。 

 →その中から、2011年以前に癌や心血管疾患（脳卒中、心筋梗塞、心不全）と診断された者を除き、また2011

年の検診後から1年以内にこれらを発症したり死亡した者も除いた。 

→最終的に778,608人が解析に組み込まれた。 

→喫煙状況は2009年と2011年の検診時に収集され、2009年の現喫煙者のうち、 

１）禁煙者：2011年までに禁煙した者、 

２）減煙者：1日喫煙本数が20%以上減った者、 

３）維持者：20%未満の減煙から20%未満の増多までの者、 

４）増多者：20%以上本数が増多した者、 

に分類した。 

→また、減煙者をさらに、50%以上本数が減った減煙者Iと、減煙本数が50%未満の減煙者IIに分類した。 

→研究の目的は、新規に診断される心不全で、心不全はICD-10コードI50の付された初回入院とした。 

→患者の心不全発症や死亡は、2011年の検診後から2018年末まで追跡された。 

→共変量としては、収入、居住地、飲酒量、運動量、BMI、高血圧、糖尿病、脂質異常症、慢性腎臓病、を用い

た。  

→喫煙行動の変化と心不全リスクを、維持者を対照としてコックス比例ハザード回帰で解析した。 

→2009年から2011年の間の喫煙行動の変化は、禁煙者14.5%、減煙者21.9%（減煙者I=7.7%、II=14.2%）、維持
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者47.7%、増多者15.9%、であった。 

→追跡期間中央値6.3年（四分位範囲IQR：6.1–6.6年）の期間に、23,329件の心不全発症があった（4.8/1,000

人年）。 

→心不全のリスクは維持者に比し、増多者で増加し（補正ハザード比aHR: 1.06*; 95%CI: 1.02–1.10）、禁煙

者で有意に減っていた（aHR: 0.86*; 0.83–0.90）。 

→1日20本以上吸う重喫煙者においても、禁煙すると心不全リスクは減っていた（aHR: 0.90*; 0.85–0.95）。 

→減煙者ではリスクは減っておらず、かえってやや増加していた（減煙者I、aHR: 1.06*; 1.01–1.11；減煙者

II、aHR: 1.04; 1.00–1.08）。 

→もともとの1日喫煙量や生涯喫煙量で分けて比較しても、同様のパターンを示した。 

→年齢、性別、飲酒量で分けても同様であり、喫煙行動の変化と心不全発症の関連が強かったのは、40–64歳の

比較的若年層と男性であった。 

→減煙ではなく禁煙により心不全のリスクが低下する。 

 

＜選者コメント＞ 

 喫煙行動の変化と心不全発症の関連を調べた大規模な後方視的コホート研究です。 

  韓国百万人のデーターベースの解析から、禁煙すると心不全発症リスクが14%減る一方で、1日本数を半分以

下に減らしても、禁煙しなければリスクは逆に6%増加する（本数が増えた人と同等）ことが示されました。 

 本研究の優れた点としては、 

国民全体を対象とした大規模研究であること、 

煙状況を1時点ではなく2ポイントで評価し、 

過去に吸ってきた量のみならず、喫煙量の変化の影響を見ていること、 

約6年の長期に渡り追跡していること、 

動脈硬化でなく心不全にフォーカスしていること、 

などが挙げられます。 

 高齢者のみならず現役世代でこそリスクへの関与が大きいこと、これまでたくさん吸ってきていてもリスク

は減らせることも含め、減煙ではなく禁煙の重要性をお伝えできる報告と思います。 

 

＜高橋裕子先生からのコメント＞ 

 大規模かつ喫煙状況を２時点で把握しての研究であり、しかも本数減ではリスク（心不全）が増えるという

結果は「本数減ではだめ」という強力な論拠を与えてくれるものです。またその関連が働き盛り世代と男性で

強かったとのことも、大きなインパクトがあります。 
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